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融けるデザイン　ハード×ソフト×ネット時代の新たな設計論

　※インターフェイスデザインとは何か？UX・IoTの本質を掴みたい人へ！

遊びと創造　やわらかなデザイン頭を養うゲームエクササイズ25

　※発想力、問題解決力、共感力は遊んで伸ばそう。！

オンスクリーン タイポグラフィ　事例と論説から考えるウェブの文字表現

　※webやスマートフォンなど、画面上の文字の見え方を紹介する事例＆論説集！

UXデザイン100の原則

　※世界の最前線で活躍する著者から学ぶ、UXの考え方！

ビー・エヌ・エヌ　教科書採用向け　ご注文書

タイトル

デザインリサーチの教科書

　※変化の激しい現代において正しいプロダクトを共創するための一冊！

脳のしくみとユーザー体験　認知科学者が教えるデザインの成功法則

　※人の「認知プロセス」をデザインへ活用する方法をわかりやすく解説！

カーム・テクノロジー　生活に溶け込む情報技術のデザイン

　※IoT時代で目指すべきものづくりの在り方を改めて考え直す一冊！

ヘルスデザインシンキング　デジタルヘルス／ヘルステックに向けて：医療・

ヘルスケアのためのデザイン思考実践ガイド

　※医療・ヘルスケア×デザイン思考＝ヘルスデザインシンキング！

ダークパターン　人を欺くデザインの手口と対策

　※日常に潜む、人を欺くためのデザイン。その全貌と規制強化、今後の展望まで！

データ と デザイン　人とデータのつなぎかた

　※データを「いかに示すのか」から、「どう社会に実装するのか」へ導く一冊！
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日本で初めて、デザインリサーチの実践者がデザインリ

サーチの全貌と詳細を書き下ろした書籍になります。

世界中の経営者が殺到するコペンハーゲンのデザインス

クールCIIDで実践されている手法をベースに、日本の市

場でのプロジェクト事例をふまえて、より日本で実践しや

すく、かつ効果が得られるようにカスタマイズしたプロセ

スをわかりやすく解説します。

近くスタンダードになるであろう、デザインリサーチのプ

ロセスと考え方を体系化・言語化した一冊です。

医療分野のデザインを考えるすべての人へ。人に寄り添い、

役に立ち、誰でも活用できるような製品や行動を作り出そ

うとする人々の助けとなりうるのが、デザイン思考です。

本書では、企業／研究所などの先駆的事例から、ますます

注目の高まる「デジタルヘルス」「ヘルステック」に欠か

せないデザイン思考を、医療およびヘルスケアのコンテク

ストに合わせて解説します。

医療・ヘルスケア領域にデザイン思考を取り入れイノベー

ションを起こしていくための原則、メソッドが詰め込まれ

た一冊です。

「いつまで経っても終わらない退会手続き」・「すでに

チェックされているチェックボックス」。日本でも注目を

集める、対策を迫られる悪しきデザイン「ダークパターン

（ディセプティブパターン）」。その名づけ親による日本

語版書籍です。

欧米のさまざまな事例を紐解きながらその全貌と、国を挙

げての規制強化、今後の展望を解説。デジタル時代のク

リーンなユーザー体験への道しるべとなります。

デザインと法律の視点から、日本のダークパターンの現状

についての解説もあり、デザイナー・デジタルプロダクト

に関わる人におすすめの一冊です。

膨大化が進むデータ社会。データから価値を享受すべき

人々は、その複雑性ゆえデータを敬遠しがちで、インフラ

効率化やリコメンドといったデータサイエンティストが

作った仕組み上での価値享受に留まっています。データは

本来、現場にいる人々や生活者が読み解き、新しい事実に

気づき、活用されるべきです。

本書では、「データを人々にどう近づけるのか」といった

より良いデータ利活用に焦点を当て、「データのためのデ

ザイン」「デザインのためのデータ」の両軸アプローチに

よって、人とデータをつなぐ思想・手法について解説しま

す。


